
(57)【要約】

【課題】　保水性、透水性を備える法面保護層とその上

部に植生層を設け、層厚が薄くても法面緑化を可能とす

る法面緑化工法を提供する。

【解決手段】　本発明の法面緑化工法は、含水率が５０

から６０％で粒径が１５ｍｍから２０ｍｍのバーク材１

０ａに、バーク材１０ａに対して５～１５重量％のセメ

ント１０ｂと、該セメント１０ｂに対して２～７．５重

量％のセメント固化材１０ｃ及び０．８重量％のセメン

ト接合材１０ｄと６０～１００重量％の水を混練し、法

面に１０ｍｍから２０ｍｍの厚さに吹き付け法面保護層

１０を形成し、その表面に粉砕された木材樹皮などから

なるバーク、ピートモス、腐葉土などの有機基材２０ｂ

、客土などに種子２０ａを混入させた植生基材を所定厚

さに吹き付け植生層２０を形成することを特徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 含 水 率 が ５ ０ か ら ６ ０ ％ で 粒 径 が １ ５ ｍ ｍ か ら ２ ０ ｍ ｍ の バ ー ク 材 に 、 バ ー ク 材 に 対 し
て ５ ～ １ ５ 重 量 ％ の セ メ ン ト と 、 該 セ メ ン ト に 対 し て ２ ～ ７ ． ５ 重 量 ％ の セ メ ン ト 固 化 材
及 び ０ ． ８ 重 量 ％ の セ メ ン ト 接 合 材 と ６ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ の 水 を 混 練 し 、 法 面 に １ ０ ｍ ｍ
か ら ２ ０ ｍ ｍ の 厚 さ に 吹 き 付 け 法 面 保 護 層 を 形 成 し 、 そ の 表 面 に 粉 砕 さ れ た 木 材 樹 皮 な ど
か ら な る バ ー ク 、 ピ ー ト モ ス 、 腐 葉 土 な ど の 有 機 基 材 、 客 土 な ど に 種 子 を 混 入 さ せ た 植 生
基 材 を 所 定 厚 さ に 吹 き 付 け 植 生 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る ２ 層 法 面 緑 化 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 植 生 層 の 厚 さ は 、 ２ ０ ｍ ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ の 間 で 、 植 生 植 物 に あ わ せ て 任 意 に 設 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ２ 層 法 面 緑 化 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 法 面 緑 化 基 盤 を 法 面 保 護 層 と そ の 上 部 に 設 け る 植 生 層 の ２ 層 と し て 形 成 す る
法 面 緑 化 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 法 面 緑 化 工 法 で は 、 法 面 に 金 網 又 は 合 成 樹 脂 網 或 は 羽 根 突 き ア ン カ ー な ど の 構 造
部 材 を 配 設 し て 、 植 生 基 盤 層 を 吹 き 付 け る 方 法 が と ら れ て い た 。 こ の 方 法 で は 、 法 面 の 保
護 と 基 盤 層 が 構 造 材 で 支 持 さ れ る こ と に よ り 法 面 保 護 が 確 実 に 行 わ れ る 利 点 が あ る も の の
、 金 属 或 は 合 成 樹 脂 な ど が 永 久 に 残 さ れ て し ま う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 コ ン ク リ ー ト ・ モ ル タ ル 吹 付 け 面 等 の 硬 質 法 面 に 、 植 物 の 生 育 に 最 適
な 比 較 的 多 孔 質 で 安 定 保 持 性 を 有 す る サ ン ド ベ ー ス 層 と 厚 層 基 材 表 層 か ら な る 、 植 生 深 床
層 を 効 率 よ く 形 成 で き る 硬 質 法 面 の 緑 化 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 で は 、 硬 質 法 面 に 貫 通 孔 を 設 け 、 そ の 孔 に 羽 根 板 付 き ア ン カ ー を 打 設 し て 頭 部
を 突 出 さ せ た 状 態 で 、 砂 ８ ６ ～ ９ ２ 重 量 ％ と 、 水 、 バ イ ン ダ ー 、 緑 化 基 盤 材 よ り な る 基 盤
砂 を 吹 付 け て 厚 み が ６ ～ ３ ０ ｃ ｍ の サ ン ド ベ ー ス 層 を 形 成 し 、 そ の 上 に 有 機 系 活 性 肥 料 と
腐 植 酸 物 質 と 、 高 分 子 凝 集 材 と 鉱 物 焼 成 軽 量 材 か ら な る 厚 層 基 材 に 植 物 種 子 を 加 え て 吹 付
け て 厚 み が ８ ～ ３ ８ ｃ ｍ の ２ 層 構 造 の 植 生 深 床 層 を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 方 法 は 、 法 面 保 護 と し て 、 予 め コ ン ク リ ー ト ・ モ ル タ ル な ど が 吹 付 け ら れ 、 雨 水 な
ど の 透 水 性 が 奪 わ れ た 状 態 に 対 し て 、 透 水 性 を 有 す る 基 盤 層 を 形 成 す る も の で あ り 、 こ の
た め 、 金 属 な ど の 羽 根 板 付 き ア ン カ ー を 多 数 打 ち 込 む こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 自 然 環 境 に 対 す る 配 慮 か ら 、 杭 或 は 金 網 な ど の 人 工 構 造 物 を 用 い ず 、 ま た 、 法 面 保 護 に
も コ ン ク リ ー ト ・ モ ル タ ル な ど の 透 水 性 の な い 資 材 を 用 い な い 保 護 層 を 形 成 す る こ と が 望
ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ １ ９ １ ５ ２ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 杭 或 は 金 網 な ど の 人 工 構 造 材 を 用 い る こ と な く 、 保 水 性 、 透 水 性 を 備 え る 法
面 保 護 層 と そ の 上 部 に 植 生 層 を 設 け 、 層 厚 が 薄 く て も 法 面 緑 化 を 可 能 と す る 法 面 緑 化 工 法
を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 法 面 緑 化 工 法 は 、 含 水 率 が ５ ０ か ら ６ ０ ％ で 粒 径 が
１ ５ ｍ ｍ か ら ２ ０ ｍ ｍ の バ ー ク 材 に 、 バ ー ク 材 に 対 し て ５ ～ １ ５ 重 量 ％ の セ メ ン ト と 、 該
セ メ ン ト に 対 し て ２ ～ ７ ． ５ 重 量 ％ の セ メ ン ト 固 化 材 及 び ０ ． ８ 重 量 ％ の セ メ ン ト 接 合 材
と ６ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ の 水 を 混 練 し 、 法 面 に １ ０ ｍ ｍ か ら ２ ０ ｍ ｍ の 厚 さ に 吹 き 付 け 法 面
保 護 層 を 形 成 し 、 そ の 表 面 に 粉 砕 さ れ た 木 材 樹 皮 な ど か ら な る バ ー ク 、 ピ ー ト モ ス 、 腐 葉
土 な ど の 有 機 基 材 、 客 土 な ど に 種 子 を 混 入 さ せ た 植 生 基 材 を 所 定 厚 さ に 吹 き 付 け 植 生 層 を
形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 植 生 層 の 厚 さ は 、 ２ ０ ｍ ｍ か ら ５ ０ ｍ ｍ の 間 で 、 植 生 植 物 に あ わ せ て 任 意 に
設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 法 面 保 護 層 の 主 な 材 料 に 含 水 率 が 高 く 、 保 水 性 に 富 む バ ー ク 材 が 、 セ
メ ン ト に よ り 高 い 結 束 力 で 結 合 さ れ て お り 、 法 面 保 護 と し て 機 能 す る と 共 に 、 植 生 さ れ た
植 物 の 根 の 進 入 を 許 し 、 水 分 供 給 源 と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 バ ー ク 材 は 、 経 年 変 化 に よ り 土 壌 と な り 、 植 物 の 成 長 に 伴 い そ の 根 が 、 法 面 の 基
礎 地 盤 に 到 達 し 植 生 に よ る 法 面 保 護 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 法 面 保 護 層 は 、 廃 材 或 は 間 伐 材 か ら 製 造 さ れ る バ ー ク 材 を 主 な 構 成 と す る こ と
か ら 、 従 来 の コ ン ク リ ー ト ・ モ ル タ ル 保 護 層 に 対 し て 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た さ ら に 、 法 面 保 護 層 に は 、 金 網 、 杭 な ど の 人 工 構 造 物 を 用 い ず 、 さ ら に セ メ ン ト も
５ ～ １ ５ 重 量 ％ の 使 用 に 抑 え る こ と が で き る た め 、 環 境 保 護 の 観 点 か ら 自 然 破 壊 を 極 力 少
な く す る 効 果 を 呈 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に ま た 、 こ の 工 法 で は 、 セ メ ン ト に 固 化 剤 を 混 合 し て 吹 付 け る こ と に よ り 、 吹 付 け
後 短 時 間 で 法 面 保 護 層 が 安 定 し 、 植 生 層 の 吹 付 け を 連 続 し て 行 う こ と が で き る 。 こ の た め
、 工 期 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 ２ 層 法 面 緑 化 方 法 に よ る 施 工 の 形 態 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 全 体 を ２ 層 と し た
施 工 例 の 断 面 図 ， （ ｂ ） は 、 傾 斜 法 面 の み を ２ 層 と し た 施 工 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ ａ ） に お い て 、 Ａ は 法 面 を 示 し 、 Ｃ は 路 面 な ど の 法 面 Ａ の 下 部 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 法 面 緑 化 工 法 は 、 先 ず 法 面 保 護 層 １ ０ の 主 要 資 材 で あ る バ ー ク 材 １ ０ ａ を 準 備
す る 。 こ の バ ー ク 材 １ ０ ａ は 、 １ ５ ｍ ｍ か ら ２ ０ ｍ ｍ の お お き さ の 粒 径 の も の を 用 い る 。
ま た 、 含 水 率 を ５ ０ か ら ６ ０ ％ に 調 整 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 バ ー ク 材 １ ０ ａ に 対 し て ５ ～ １ ５ 重 量 ％ の セ メ ン ト １ ０ ｂ と 、 該 セ メ ン ト １ ０ ｂ に
対 し て ２ ～ ７ ． ５ 重 量 ％ の セ メ ン ト 固 化 材 １ ０ ｃ 及 び ０ ． ８ 重 量 ％ の セ メ ン ト 接 合 材 １ ０
ｄ と ６ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ の 水 を 混 練 し 、 開 削 さ れ た 法 面 Ａ に 吹 き 付 け 法 面 保 護 層 １ ０ を 形
成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 通 常 、 セ メ ン ト の み で あ れ ば 、 吹 き つ け か ら 固 化 す る ま で に 時 間 が か か る た め 、 バ ー ク
材 の み が 露 出 し 、 バ イ ン ダ ー の 役 割 を す る べ き セ メ ン ト と 水 の 混 和 物 が 法 面 Ａ 或 は 法 面 Ａ
の 下 部 に 流 れ 、 法 面 Ａ の 表 層 を 覆 う の み と な る が 、 本 発 明 で は 、 セ メ ン ト 固 化 材 を 混 入 さ
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せ る こ と に よ り 、 粒 径 の 大 き な バ ー ク 材 １ ０ ａ に セ メ ン ト が 絡 み 、 バ ー ク 材 １ ０ ａ が セ メ
ン ト に よ る バ イ ン ダ ー で 、 間 隙 を 有 す る 層 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 固 化 し た セ メ ン ト に よ り 、 法 面 の 表 面 は 保 護 さ れ た 状 態 と な る 。 法 面 保 護 層 １ ０
の 厚 さ は 、 １ ０ ～ ２ ０ ｍ ｍ の 厚 さ で 、 十 分 に 法 面 保 護 の 効 果 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 粉 砕 さ れ た 木 材 樹 皮 な ど か ら な る バ ー ク 、 ピ ー ト モ ス 、 腐 葉 土 な ど の 有 機 基 材 ２
０ ｂ 、 客 土 な ど に 種 子 ２ ０ ａ を 混 入 さ せ た 植 生 基 材 を 所 定 厚 さ に 吹 き 付 け 植 生 層 ２ ０ を 形
成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 植 生 層 ２ ０ は 、 植 生 の 種 類 に 対 応 し て ２ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で 、 任 意 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ （ ｂ ） は 、 法 面 Ａ か ら 法 面 上 肩 部 Ｂ ま で 法 面 保 護 層 １ ０ を 吹 き 付 け 、 植 生 層 ２ ０ は
法 面 Ａ の み に 吹 き 付 け た 実 施 の 形 態 を 示 し 、 こ の 施 工 例 で は 、 盛 土 Ｄ に 対 し て 直 接 雨 水 が
浸 透 す る の を 防 ぎ 、 盤 膨 れ に よ る 法 面 崩 壊 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 法 面 緑 化 の 各 層 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 法 面 Ａ の 地 盤 に 吹 き 付 け ら れ た 法 面 保 護 層 １ ０ は 、 バ ー ク 材 １ ０ ａ が セ メ ン ト １ ０ ｂ に
加 え ら れ た 固 化 材 １ ０ ｃ と 混 練 さ れ て 、 バ ー ク 材 １ ０ ａ 同 士 が 結 合 さ れ 、 そ の 間 隙 が 透 水
性 を 有 す る 層 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 バ ー ク 材 １ ０ ａ そ の も の は 、 保 水 性 に 優 れ て い る た め 、 浸 み 込 ん だ 雨 水 を 吸 収 し
て 保 水 す る 。 こ の た め 、 法 面 保 護 層 １ ０ の 上 部 に 吹 き 付 け ら れ た 植 生 層 ２ ０ か ら 、 植 物 の
根 が 法 面 保 護 層 １ ０ 内 に 伸 び て 、 バ ー ク 材 １ ０ ａ に 蓄 え ら れ た 水 分 を 吸 い 上 げ て 成 長 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 植 生 層 ２ ０ は 、 バ ー ク 、 ピ ー ト モ ス 、 腐 葉 土 な ど の 有 機 基 材 ２ ０ ｂ に 、 種 子 ２ ０ ａ を 混
入 し て 吹 き つ け て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 植 生 す る 植 物 に 対 応 し て 、 植 生 層 ２ ０ に は 所 定 量 の 客 土 を 混 入 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 工 法 で は 、 植 生 が 繁 茂 し て 、 法 面 保 護 層 １ ０ 内 が 、 植 生 の 根 で 充 満 す る こ ろ に は 、
バ ー ク 材 １ ０ ａ が 分 解 さ れ 、 少 し ず つ 土 壌 に 変 化 す る 。 こ の た め 、 従 来 工 法 の よ う な 金 属
或 は 石 油 化 学 製 の 躯 体 な ど の 工 作 物 が 残 る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 工 法 に 用 い る セ メ ン ト 固 化 材 １ ０ ｃ は 、 ア ル カ リ 性 成 分 が 少 な い セ メ ン
ト 急 結 材 を 用 い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 又 、 こ の 工 法 に よ れ ば 、 法 面 に 凹 凸 が あ る よ う な 荒 れ た 面 で あ っ て も 、 表 面 に 沿 っ て 、
保 水 性 の あ る 保 護 層 を 、 低 コ ス ト で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ２ 層 法 面 緑 化 方 法 に よ る 施 工 の 形 態 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 、 全 体 を ２ 層
と し た 施 工 例 の 断 面 図 ， （ ｂ ） は 、 傾 斜 法 面 の み を ２ 層 と し た 施 工 例 を 示 す 断 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 法 面 緑 化 の 各 層 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 １ ０ 　 　 法 面 保 護 層
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　 　 １ ０ ａ 　 バ ー ク 材
　 　 １ ０ ｂ 　 セ メ ン ト
　 　 １ ０ ｃ 　 固 化 材
　 　 １ ０ ｄ 　 接 合 材
　 　 ２ ０ 　 　 植 生 層
　 　 ２ ０ ａ 　 種 子
　 　 ２ ０ ｂ 　 有 機 基 材
　 　 Ａ 　 　 　 法 面
　 　 Ｂ 　 　 　 法 面 上 肩 部
　 　 Ｃ 　 　 　 路 面
　 　 Ｄ 　 　 　 盛 土
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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